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1-1　人身損失に関する全体的な状況について1-1　人身損失に関する全体的な状況について

1-2　人身損失のうち、加害者年齢層別人身損失額の状況について1-2　人身損失のうち、加害者年齢層別人身損失額の状況について

2-1　物的損失に関する全体的な状況について2-1　物的損失に関する全体的な状況について

2-2　物的損失のうち、運転者年齢層別物的損失額の状況について2-2　物的損失のうち、運転者年齢層別物的損失額の状況について

● 「死亡」と「後遺障害」の合計は、被害者数のわずか５％にとどまっているにもかかわら
ず、人身損失額の半分を占める。

● 「後遺障害」に伴う人身損失額は、１０年前と比べて、３５～６４歳の層では２５５億円、
６５歳以上の層では３06億円の増加。

● 「構築物衝突」による物的損失額の増加が顕著。

● 物的損失額は３４歳以下の層で大幅に減少している一方、６５歳以上の層では大幅に増加
している。年齢層が上がるにつれて増加割合が高まる傾向。

図１：2012年度 被害者数の内訳 図2：2012年度 人身損失額の内訳

図3：2002年度 被害者数の内訳

図5：「死亡」による損失額の年齢層別内訳

図6：「後遺障害」による損失額の年齢層別内訳

図7：「傷害」による損失額の年齢層別内訳

表1：加害者年齢層別 運転免許保有者1人あたりの
　　　人身損失額の推移（2002年度を100とした指数）

図4：2002年度 人身損失額の内訳

図1・2は、被害者態様ごとの2012年度の被害
者数と人身損失額とをまとめたものである（推
計値ではなく実数ベース）。

これらの図から、被害者態様のうち「死亡」は
被害者数の0.4％に過ぎないが人身損失額の１
割（10.0％）を占めていること、また、「後遺
障害」は被害者数の約５％に過ぎないが人身損
失額の約４割（36.2％）を占めていることがわ
かる。

10年前の2002年度（図３・４）と比較する
と、被害者数の構成割合は10年間での大幅な傾
向変化は見られない（図３・１）が、人身損失
額の構成割合（図4・２）を比較すると、「死
亡」の割合が５ポイント程度減少している一方
で、「後遺障害」の割合が約２ポイント増加し
ていることがわかる。

図8は、事故類型ごとに2012年度の物的損失額の構成
割合（推計値）を示したものである。

事故類型別に見ると、構築物衝突・側面衝突・追突・後
退時衝突の4類型が全体の86.1％を占めるため、この4
類型の物的損失額について2002年度（10年前）と
2012年度を比較したものが図9である。

10年前の2002年度は、追突による物的損失額が最も
多かったが、2012年度は構築物衝突による物的損失額
が最も多く、10年前と比較して1,900億円以上増加し
ており、追突を約1,670億円上回っている。

構築物衝突はいわゆる自損事故であり、運転者が注意し
ていればある程度は防止できる事故であるにもかかわら
ず、物的損失額の３分の１以上を占めるまでに増加して
いる。

「死亡（図５）については、65歳以上の年齢層での
み、10年前と比べた人身損失額が増加している。こ
のため、65歳以上の層の人身損失額の構成割合は10
年前の6.3％から11.8％と、約6ポイントの増加と
なっている。
　
「後遺障害（図６）」の人身損失額については、10年
前と比較して約207億円の減少となっている。加害者
年齢層別に見た場合は、35～64歳の層が2,031億
円から2,286億円に増加しているほか、65歳以上の
層は312億円から618億円に増加している。
　

「傷害（図７）」については、人身損失額は10年前と
比べて減少しているが、35～64歳の層では3,098
億円から3,332億円、65歳以上の層では524億円か
ら939億円に増加している。

表1は、加害者年齢層別に運転免許保有者1人あたりの人身損失額
を、2002年度を100として指数化したものである。保険の加入率
や車両保有率等は考慮していないものの、65歳以上の層は、運転免
許保有者1人あたりで見ても損失額が増加している。

図10は、運転者年齢層別の物的損失額（推計値）を2002年度と2012年度とで比較したものである。

16～34歳の層では物的損失額が10年間で大幅に減少しているが、65～98歳の層では1,410億円（約2.1倍）も増加している。
35～64歳の層では1,258億円（16.3％）増加しており、運転者年齢層が上がるにつれて物的損失額の増加割合が高まっていく傾向が
見られ、特に65歳以上の層への啓発が必要と考えられる。

図5・6・7は、被害者態様ごとの加害者年齢層別人身損失額を、10年前の2002年度と直近の2012年度で比較したものである。
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図 10：物的損失額の運転者年齢層別内訳

2012年度
（17,958億円）
2002年度

（17,714億円）

5,667億円
（31.6％）

7,717億円
（43.6％）

8.970億円
（49.9％）

7,712億円
（43.5％）

2.676億円
（14.9％）

1,019億円
（5.8％）

646億円
（3.6％）

1,266億円（7.1％）

2012年度
（1,208億円）
2002年度

（2,053億円）

410億円
（33.9％）

1,020億円
（49.6％）

657億円
（54.3％）

902億円
（43.9％）

143億円
（11.8％）

130億円
（6.3％）

2012年度
（4,387億円）
2002年度

（4,594億円）

1,482億円
（33.8％）

2,249億円
（49.0％）

2,286億円
（52.1％）

2,031億円
（44.2％）

618億円
（14.1％）

312億円
（6.8％）

2012年度
2002年度

34歳以下
85
100

35～64歳
93
100

65歳以上
102
100

図 8：2012年度の物的損失額構成割合の内訳
人対車両
（0.3％）

その他
（7.3％）

正面衝突
（3.4％）

横転・転落
（3.1％）

構築物
衝突

（35.7％）

側面衝突
（16.9％）
側面衝突
（16.9％）

追突
（26.4％）

後退時
衝突

（7.1％）

後退時
衝突

（7.1％）

車両単独
（38.8％）車両相互

（61.0％）

■ 34歳以下　　■ 35～64歳　　■ 65歳以上

図9：4類型の物的損失額の内訳

2012年度
（15,446億円）

2002年度
（14,866億円）
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■ 16～34歳　　■ 35～64歳　　■ 65～98歳　　■ その他（※）

構築物
衝突

（35.7％）
追突

（26.4％）

構築物衝突
6,405億円
（35.7％）

構築物衝突
6,405億円
（35.7％）

構築物衝突
4,483億円
（25.3％）

側面衝突
3,032億円
（16.9％）

追突
4,737億円
（26.4％）

追突
5,160億円
（29.1％）

側面衝突
4,009億円
（22.6％）

後退時衝突
1,272億円
（7.1％）

後退時衝突
1,214億円
（6.9％）

構築物衝突
4,483億円
（25.3％）

側面衝突
3,032億円
（16.9％）

追突
4,737億円
（26.4％）

追突
5,160億円
（29.1％）

側面衝突
4,009億円
（22.6％）

後退時衝突
1,272億円
（7.1％）

後退時衝突
1,214億円
（6.9％）

（※）運転者年齢15歳以下および99歳以上


